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障
害
者
委
託
訓
練
生
を
募
集

　

２
０
１
９
年
度
国
立
・
県
営
鹿
児
島
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
障
害
者
委
託
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。
授
業
料
は
無
料
で

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

障
害
者
窓
口
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
入
校

願
書
は
、
最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
鹿
児

島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に
あ
り
ま

す
。

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
〈
3
ヶ
月
コ
ー
ス
〉

【
内
容
】

･
ワ
ー
プ
ロ
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）
表
計
算
（
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）
を
利
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作

･
写
真
加
工
や
デ
ザ
イ
ン
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
等
の
応
用
操
作
の
実
践
的
技
術
の

習
得

･
仕
事
に
必
要
な
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得

【
訓
練
実
施
場
所
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

夢
来
郷
た
か
く
ま

〒
８
９
３

－

０
１
３
２

鹿
屋
市
下
高
隈
町
５
４
５
５
番
地
６　

☎
：
０
９
９
４
（
４
５
）
２
８
１
８

【
定
員
】

8
人
（
応
募
者
が
少
な
い
時
は
、
訓
練
を

実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

【
訓
練
期
間
】

２
０
１
９
年
5
月
28
日
（
火
）

〜
２
０
１
９
年
8
月
26
日
（
月
）

訓
練
時
間
：
9
時
〜
15
時
50
分　
（
土
・
日
・

祝
祭
日
、
お
盆
は
休
み
で
す
。）　

【
応
募
資
格
】

障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早
期
の
就
職
や

再
就
職
を
目
指
す
方
（
就
労
支
援
事
業
所

等
で
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
も
受
講

可
能
）

【
募
集
期
間
】

２
０
１
９
年
4
月
1
日
（
月
）

〜
２
０
１
９
年
4
月
23
日
（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
碍
者
職
業
能
力
開

発
校

☎
：
０
９
９
６
（
４
４
）
２
２
０
６

■問い合わせ先：肝付町役場 企画調整課 ☎ 0994(65)8422

 平成 30 年度、肝付町では、移住した「定住⼈⼝」でもなく、観
光に来た「交流⼈⼝」でもない、地域と多様に関わる「関係⼈⼝」
を巻き込んでのまちづくりができないか？と考え、総務省の委託事
業を活⽤して、その取り組みを⾏いました。
 まず、宇宙やロケット・衛星に興味があり、きもつき宇宙協議会
が取りまとめている「ウチノウラキモツキ共和国国⺠」を関係⼈⼝
ととらえ、国⺠登録のある全国の⽅を対象にアンケート調査を⾏っ
たり、福岡市内では２回にわたって実際に交流するイベントを開催
したりしました。
 その中で「ロケット打ち上げの時は福岡からも応援したい」「打
ち上げ時にボランティアをしたい」「もっと肝付町と関わっていけ
たらいい」などの意⾒があり、１⽉のイプシロンロケット打ち上げ
時には、実際に⾒学スタッフを体験したりしました。
 このように、移住・定住までは考えていないが、肝付町のために
何かしたい・応援したいと考えている⼈々を取り込み、「新たなふるさと」とのつながり・関わりをつく
ることを、肝付町では今後も⽀援していくこととしています。

「関係人口」による肝付町のまちづくりへの取り組み「関係人口」による肝付町のまちづくりへの取り組み
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